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冷戦終了後の世界で進行するグローバリゼーションをローカルな視点から相対化し、世界

各地で歴史的に存在してきた欧米に依存しないグローバルな動きを分析。一元的なグロー

バリゼーション・モデルだけでは見落とされてしまう様々な人、モノ、情報のフローを含

みこんだ新たなグローバリゼーション理解の枠組みを提示する。 
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